
年度末も近づき、自動車を買

い替える方が多い時期ですね。

この場合、加入している保険

会社（代理店）に車を入れ替

えたことを連絡しなくてはな

りません。これを通知義務と

言います。しかしそのことを

忘れてしまい、新しい車で事

故が発生するケースがありま

す。このような場合に「契約

自動車の入替自動補償の取扱

い」があります。

今回損保ジャパンの契約を例

に説明させていただきます。

契約自動車を廃車・譲渡・返

還した後、その代替車両とし

て新たに自動車を取得して30

日以内に車両入替手続きが完

了した場合、その取得日か

ら手続きが完了するまでの間

は新たに取得した自動車を

入替前の自動車とみなして

保険金を払うものです。

但し、３つの条件をすべて満

たした場合に適用となります。

①契約自動車を譲渡・返還・

廃車している

②契約自動車の代替車両とし

て新規取得

③取得した翌日から30日以内

に車両入替の手続きをしてい

る。（＊31日以降の場合には

対人・対物賠償のみ補償）

補償内容は入替前の契約と同

じ条件となるため、車両購入

時に車両保険を追加するつも

りであった場合には対応でき

ませんのでご注意を。

詳細は扱い代理店または保険

会社にご確認ください。

2月のお知らせ

確定申告スタート。各種控除申請、お忘れなく。

１．幕末から維新

      会ってみたい人だらけ

２．明治時代

３．江戸太平期

４．昭和初期

５．バブル期
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ほけん館ＮＥＷＳ

コロナも一服し、円安も重なり、訪日外国人観光客の波はすごいことに

なっていますね。観光名所ではオーバーツーリズム解消のための税金の

導入等、対策を始めているようです。日本人とっては当たり前の「おも

てなし」、和食やラーメンを中心とした「日本食」等で外国人観光客を

魅了しています。このため「日本文化」「日本食」を求めてリピーター

の外国人観光客も、増えているようです。

一方、訪日観光客の中には、再来日に否定的な方も存在しております。

理由の一番は「施設等のスタッフとのコミュニケーションがとれない」

でした。英語がはなせない極東の島国日本。長年の課題となっています。

約50年前の東京オリンピックで初めて「ピクトグラム（絵文字）」が採

用されたのも、当時の日本ならではの事情ではないでしょうか。

1999年頃携帯電話が普及した中、日本のドコモが世界に先駆けｉモード

を作り、この中で「絵文字」を使ったメールのやり取りが始まりました。

絵文字はすぐに世界的に普及しました。「絵文字」一つで、心の内面ま

で伝えることが可能となったのです。

ほとんどの日本人が英語が話せなかった頃は、「無口」がスピリチュア

ルに思われたようです。
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お問い合わせ先

株式会社マエダ
保険課
〒580-0017
大阪府松原市柴垣2-975-1
℡ 072-330-0400
FAX:072-330-0401
営業時間 9:00～19:30
定休日:火曜日

http://www.sueki.jp/01/01-0017.htm
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